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自立した学び手の育成（１年次） 
～子どもの自己調整力と粘り強さを育む授業づくりをめざして～ 

研 
究 
主 
題 
設 
定 
の 
理 
由 

 
本校では、「大曽根に誇りをもち、未来を拓く子どもの育成」を学校教育目標に掲げ、学びを生か

して、地域をつくる人に成長してほしいという願いを込め、次のような子どもの姿を目指して教育活

動を行っている。 
 

 
 
 
 
 
 

生産年齢人口の減少、グローバル化の進展や絶え間のない技術革新等により、社会構造や雇用環境

は大きく、また急速に変化しており、社会の在り方が劇的に変わる「Society5.0」の到来や新型コロ

ナウイルス感染症などの先行き不透明な「予測困難な時代」となっている。このような時代にあって、

学校教育には、一人一人の児童が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値あ

る存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓

き、持続可能な社会の創り手となることができるようにすることが求められている。 
そうした社会的背景の中、本校では令和２年度より、３年間「確かな学力を育む授業づくりをめざ

して～新しい時代に必要な資質・能力の育成と学習評価の充実～」と主題を設定し、「指導と評価の

一体化」を重視した研究を進め、学級カリキュラムを基盤とし、日々の授業において評価・改善を繰

り返しながら、子ども一人一人に確かな学力を育成することを目指してきた。 
評価規準を子どもの姿で具体化することにより、学習の成果を適切に捉え、改善が必要な指導過程

や具体的な手立ての検討を行い、深い学びの実現に向けた授業改善を進めることができた。習得した

知識や技能を多様な場面で活用・発揮する姿や、根拠を明確にしながら自分の考えを表現する姿が見

られるなど、子どもたちは学校として育成を目指す資質・能力を着実に身に付けてきている。 
一方で、学習意欲が向上し、見通しをもって学習に取り組む姿が見られるようになったものの、自

ら学習を調整しながら粘り強く学習に取り組むまでに至っていないことが課題として見えてきた。さ

らに、２０２０年代を通じて実現を目指す学校教育を「令和の日本型学校教育」とし、その姿を「す

べての子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学び」として、多様な子供たちを誰一

人取り残すことのない学校教育の実現が求められている。 
そこで、今年度は、これまでの研究の成果を生かしつつ、これまで以上に子どもの成長やつまずき、

悩みなどの理解に努め、個々の興味・関心・意欲等を踏まえて指導・支援することや、子どもが自ら

学習の状況を把握し、主体的に学習を調整することができるようにしていきたいと考えた。以上を踏

まえ、本校の研究主題を「自立した学び手の育成～子どもの自己調整力と粘り強さを育む授業づくり

をめざして～」と設定した。子どもたちが求める多様な学びの機会を柔軟に提供し、学習の成立に向

けて一人一人の子どもを丁寧に見取りながら、ＩＣＴの効果的活用と児童一人一人に寄り添った指

導、学習活動・機会の充実を図っていきたい。 
 

目指す子ども像 
主体的に考え 学び合う子ども  （知） 
心が通い合う子ども       （徳） 
仲間と鍛え合う子ども      （体） 



研
究
の
ね
ら
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自己決定を大事にした学習・活動を推進することで、自立した学び手を育成する。 
 

学
び
づ
く
り
の
視
点 

◇自己決定できる単元の構想 
・子どもたち一人一人の興味・関心や学習スタイルが最大限許容され、発揮できる単元を構想する。

（課題選択学習、順序選択学習、課題設定学習、単元内自由進度学習、フリースタイルプロジェ

クト等） 
◇子どもの自律的な学びを支援する学習の手引き 
・単元のねらい、学習内容、時数、標準的な学習の流れ、利用可能な学習材（教科書、学習カード、

メディアなど）や学習の機会（実験、観察、調査、体験、ものづくりなど）についてわかりやす

くした学習の手引きを提供し、子どもの自律的な学びを支援する。 
◇子どもの学びを引き出す学習環境の整備 
・学習環境を整え、子どもと環境の関わりの中で生まれる気づきや問いを課題とし、間接的に子ど

もの学びを支援する。（いつでも自由に見たり触ったりできる展示コーナー、体験・活動コーナ

ーの設置、マルチに機能する掲示、多様な情報や物品の準備、ICT の効果的な活用等） 

研 
究 
の 
重
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◇自己決定できる単元の構想 
・子どもたち一人一人の興味・関心や学習スタイルが最大限許容され、発揮できる単元を構想する。

（課題選択学習、順序選択学習、課題設定学習、単元内自由進度学習、フリースタイルプロジェ

クト等） 
・ICT を効果的に活用する。（導入、展開、週末、まとめ等で）  

研 
究 
の 
進
め
方 

 
（１） 研究の方法 

・１学期 先進校の視察や研究会への参加、文献研究、講師招聘など。 
・２学期 研究授業を通して、互いの実践に学ぶ。 
・３学期 子どもの変容等をもとに実践の成果と課題を明らかにする。 
・研究の積み上げの確認、子どもの変容、教師の授業改善のための手立てなどを全体で語る場

として、２月に全体会を行い、１年間の研究の成果と課題を研究集録にまとめる。 
   

（２）研究計画 
 ※研究全体会 
   ５月１５日（月）     ２月５日（月） 
 
 ※授業研究会の日程 
  ①１０月１１日（水）     ②１１月１５日（水） 
  ③１１月２９日（水）     ④１２月 ６日（水） 
  ⑤１２月２０日（水） 

 
 


